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計量管理者 星野健⑤
貴ご依頼による計量結果を下記の通り証明いたします。

ただし、本件は持ち込まれた試料について計量証明を行つたものです。 ↑
件名         Dngasエ ナジー株式会社 有機物低温熱分解装置出ロ ダイオキシン類測定

試料採取場所     個体有機物熱磁気分解装置(ZEROSONIC)(滋賀県大津市堂1丁 目1915)

試料の種類      排出ガス

計量を実施した期間  試料搬入 日:2021年 12月 6日       ,分 析終了日: 2021年 12月 27日

試料採取者      貴社                (        ―

分析者       弊社               (      平野 聖吉

計量結果および計量方法

計盈証明の事業の工程の一部を外部の者に行わせた場合にあっては、当該正母の内容、当該工程を実施した事業者の氏名又は名称及び事業所の所在地

計量証明に係らない事項

換算濃度及び毒性当量は計量法107条における計量証明対象外の項目であります

計量の対象 単位

計量の結果

りFガス

ダイオキシン類濃度

実測濃度

換算濃度

毒性当量

ng/m3

ng/mB

ng一TEQ/m3

74

270

2.6

(計量の方法)

・JIS K 0311(2020)り Fガス中のダイオキシン類の測定方法

(備考)

。「ダイオキシン類対策特別措置法施行規則」
(平成 11年 12月 27日 総理府令第67号 。令和2年 3月 30日 環境省令第9号改正)

。高分解能ガスクロマトグラフF質量分析装置による分析法
・ダイオキシン類はテトラからオクタクロロジベンブーp―ジオキシン、テトラからオクタクロロジベンブフラン及びDL― PCBsを表す。
・ifは標準状態(0℃ 、101,32kPa)に おける体積を表す。
・換与や_濃度は駿素12%換算濃度を表す。
・毒性への換算係数はダイオキシン類対策待別措置法施行規則第二条別表第二に掲げる係数を適用したδ
・毒性当量の算出は定量下限未満のものは0(ゼロ)として各異性体の毒性当

=毯
を算出した。

・試料名・採取 日・排ガス量及び酸素濃度値は、ご依頼者からの情報提供による。

⑤ ⑤
(様式 08X18-02)('2110)



:・ :・ :・  :
分析結果 No.210MT00648-001 2/2

日: 2021年 12月 1ロ

[注 1」 換算濃度;ダイオキシン類及びDL―PCBs濃度(ng/m3at OF12%)

Cく21-12)/(21-Os)X Cs          Os-   18,こ %

〔注2]実剤濃度が検出下限未満の場合は
″
N.D.″ と表示した。

実測濃度が定量下限未満で検出下限以上の場合は(〉 付の表示で示す。

E注3]毒性当量(TEQ)は 、定量下限未満のものは0(ゼ ロたして各異性体の毒性当量を算出した。

(ダイオキシン類対策特別措置法施行規則第3条 )

E注41寺性への機算係数は、ダイオキシン類対策特別措置法施行規則別表第3に掲げる値を適用した。

試 料 名 排ガス

試 量 3.0067 101

試料における

定二下限

試料における

検出下限

毒性等

価係数

毒性当量(TEQ)

N.DF0
実測濃度 換算濃度試料の種類:排出ガス

nど/ma nど/m3 TEF nttTEQ/manビ/ma nE/m。

0.860.36 0.008 0002 Xl
2゛ ,7.8-TeCDD 0.10

Xl 0.490,14 0149 01008 0,0021.2,3,7,9-PeCDD

0.003 XO.T 00220.080 0,22 0,0111,2,3,4.7,8-HxCDD

00480010 0.003 XO,11.2.3.617.8-HxCDD 0.12 0.43

0.0200080 0.29 0,010 0,003 XO,11.2.3,7,8,9-HxCDD
XO,01 00120.32 1.2 0.017 0.0051,2,3,4,6,718-HoCDD

0.005 X00009 0.0002310.22 0,77 0.018

り
０
０
０
Ｌ

1,213.4,6,7,8,9-OCDD

0.004 0001 XO,1 0442.3,7.8-TじCDF 1.2 4,4

XO`03 0,0510.48 1.7 0.012 0.0041.2.3.7,8-PaCDF

0.004 XO.3 0.630.59 2.1 0.0142,3.4,7,8-PeCDF

0.010 0003 XO.1 0.110.30 1.11,2,3.4,7お ―HxCDF
00990,99 0.010 0.003 XO,1

T`2.3.6.7お ―HxCDF 0.29

XO.1 0(   0015   ) (   0,055   ) 0.016 0.0051.2.3,7.819-HxCDF

0,004 XO.1 Ot0980.27 0,98 0.0132,314,6,718-HxCDF

0.021 0.006 XO.01 0.0147 0.39 i4
XO.01 0.00140.039 0,14 0.019 00061.2.3“,718,9-HpCDF
XO.0003 0.0000570,052 0,19 0.021 0.006

け
Ｌ
ｎ
Ｏ
Ｌ

1,2.3,4jG,7,819-OCDF

22 0.008 0.002TeCDDs 82

3.4 12 0.008 0,002PeCDDs
20 7.1 0.011 0.003HxCDDs

0017 0.005HpODDs 0.77 2.8

0,77 0,018 0.005OCDD 0.22

095629113 45

め
い
０
０
」

TotaI PCDDs

0.004 0.001TeCDFs 40 140

39 0014 01004PeCDFs 11

0,0042.8 ,0 0013HxCDFs
0021 0,0060.56 2.0HpCDFs

0.19 0021 0,006OCDF 0.052

1.44345754 200

り
Ｌ
ｎ
Ｏ
Ｌ

TotaI PCDF専

2.4G7 240Total(PCDDsIPCDFs)
0,(X17 0.002 XO.0003 0,000603お,4'15=ToCB (帯 31 0,55 2.0

XO.000, 0.00139,6 13 01009 0.003313.,4,4吐 TeCB〈+77)
0,004 XO,1 0.240168 2.4 0.014B,31.4,4・ .5-PeCB(4126)
0,003 XO,03 0,00810.075 0.27 0.0113,3',4,4131Sf― HxCB(‖ 160)

0,2500017Total 4.9

XO.00003 0.00001350.12 0.4S Om4 0.001Zl,9,4■
.・

S―PeC8 (Ⅲ 123)
)(0,00003 0.0000040,77 2,8 0.012 0.0042.31,4〕 ≒S―PeCB (‖ 118)

0.019 0.004 )(0,00003 0,000072238'4.4'―PeCB 撃105) 0.68 2,4

0.44 0.009 O`003 XO.00003 0000013223.4.4′ .5-PeC日 (+114) 0.12

XO.0∞ 030.37 0,018 0.004 000001112β '14.41.5,5≒ HxCB(■ 167) 0.10

XO.0∝ 103 0.00002610.24 0.87 0.011 0.003之,3,9',4,4',5-HxCB(辛 156)

0.002 XO.00003 0.0000117呼157) 0.11 0.39 0,∞ 620,3',4.4',5七 HxCB
0,014 α004 XO,99903 0.00000750.070 0.252.3,9',414',515tHpCB(‖ 189)

8.0 0.00023912.2Tot引 モノオ
25 0.257.1

φ
ｍ
Ｏ
Ｌ
に
コ
０

Total Dと 一PCBs
26

'CBs)
74 270

(′際式 03X08)(2021.03,01)



前処理方法

排出ガス試料分析フローシート

・アセトン

粒子状

クリーンアンプスパイクの添加位
置は、抽出前に吸収液及び固体の
補集部材に分割添加する。

・卜l匠ンにて18時間抽出

定容量 :501nl ネガス状・粒子状の分離分析の場合は個別に定容する。

・基本分取量は2～ 10nlとするじ       
｀

・ 10%硝酸銀 ,輸 酸

・n―帯サンで溶出

活性炭分散ンリカケ・″)′
ギースカ

'A(パ ックフランシユ法)

istF「 溶出後、カラムを反転させ

Wツを通液し、2nd卜を得る。

廃棄

最終濃縮 (検液メスアンプ)

コータリーエバポレータにて組滋縮後、確
紺バイアルに移し、シリンジスパイク2bμl

添加後、室素気流て最終濃縮し、測定検液
とする。

口DXN類
BDL…PCB

・ン,ノン・ス′ヾイタラRカロ

(注)粗抽出液分取以降の操作は、検液の汚業度(性状・着色 等)を適宜判断し、

操作方法を選択する。

自動前処理装置

力‐″溶液 ・卜・ ,トフ・

"ガ
,"ウドイク添加

ろ さ

ガス状

夕

"―

ンアクフ
・か

°
イタ筋烏力田

,DCM X 3回

取

″タコマトタ
で

'ア

2ndFr.トルエンlstFr.ヘキサン

HRCC― HRMS



イ.分析方法
「排ガス中のダイオキシン類の測定方法」
(令和2年3月 日本産業規格)」IS K 03H!2020

の方法に準じて分析を行つた。
1.1分析機器

O MS(質 量分析詢

逓cromasstt Auto spec Ultima

日本電子製 The MStation」MS-800D UltraFOCUS

日本電子製 The Mstation」MS-700

b10C(ガスクロマトグラフ)

Agi19nt Technologiesサ 盤 7890B

HEWLETT PACKARDtt HP… 6890

1,2分析機器条件

イオン化法 EI lonization)

検出方法        ロックマス方式によるSIM法

PCDDs及びPCDFs測 定の設定質量数を表1に、DL―PCBs測定の設定質量数を表2に示した。

測定条件 ① ②

GC 使用カラム
BⅨ―DXN(関東化翔
長さ60m内径0.25mm

RH-12ms(INVENTX社 熟り
長さ60m内径0.25mコ

カラム温度
10℃

→310k3(13.2m伍 hold)

130℃ (lmin hOm)→ (15℃/mm)→210℃

(3℃/min)→ 320℃(8mh hdd)

MS

分解能 10,000以上 10,000以上

イオ羽 ヒ電圧 約  38 eV 約  38 eV
イオンイヒ電流 約 600 μA 約  600 μ A

電子加速電圧 約  8 kV 約  10 kV

注入口温度 約 310℃ 約 320℃

イオン源温度 約 310℃ 約 320℃

定量カラム測定条件区分定量異性体
BPXとDXN)2,317,8-TeCDD

BPX―DXN)112,3,7,8-PeCDD

{ BPX―DXN112,314,7.8-HxCDD

BPX―DXN)イ,219,6,7,8-HxCDD

) BPX―DXN1,2,3,7,8,9-HxCDD

RH… 12ms( )1,2.3,4,0,7,8-HpCDD

RH-12ms〈1,2i缶 416.7,8,9‐OCDD
BPX―DXN1,3,6:B― TeCDF 〈

| BPX―DXN1121718-TeCDF

| BPX―DXN2,3171B■TeCDF
BPX―DXN112,3,7.8-PeCDF

RH…12ms2.34,7.8-PeCDF
BPX―DXN
8PX―DXN1.2,9.0,719-HxCDF

RH-12ms1,2,3.718,0-河 xCDF
BPX―DXN2,3】■6.7,8-HxCDF

RH-12ms(イ,2191416`7,8-HpCDF
RH-12msf.2,3,4,7,3,9-HpCDF ( 〉

便H-12ms1,2.3.4,G,7.8,9-00DF

BPX―DXN( 〉a4,415-TeCB (#81)

D BPX―DXN313.,4おLTeCB(477) 〈

BPX―DXN①3,314,T15-PcCB(#126)

①3,3七 4,415.5生 HxCB(‖ 169) BPX―DXN
RH-12Hxs( )2'i3!4,41.5-PeCB (4123)

) RH-12ils2,31.4!415-PeCB (1118) (

② RH-12ms2!3,314,4'―PeCB (学 105)

RH-12ms②213.4,41,5-PeCB (■ 1¬ 4)

RH-12ms〈2.9'1414',5,5t―HxCB (#167)

) BPX―DXN 、2f313141415-HxCB IⅢ156)

BPX―DXN①2.313′,414',5=― HxCB (#157)

BPX―DXN①89)



表 l PCDDs及び PCDFs測定の五/z(モニターイオ刀

表2 DL…PCBs測定のm/z(モニターイオ功

塩素置換体 M十 (M■ 2)+ lⅣI十④
+

分
析
対
象
物
質

TeCDDs 819.8965

353.8576

321.8936

PeCDDs 355,8546

391,8127

425,7737

HxCDDs 389.8156

HpCDDs 423,7767

OCDD 457,7877 459,7348

TeCDFs 303.9016 305.8987

339.8597PeCDFs 341.8567

Hx① Fs 373,8207 375.3178

HpCDFs 407,7818 409・ 7738

443.7398OCDF 441.7428

内
標
準
物
質

laC12~TeCDDs 331,9368 333.9889

367.894913c12_PeCDDs

13c12_HxCDDs

13c12~HpcDDs

86518978

401.8559 403.8580

435,3169 487.8140

471.775013c12~OCDD 469,7780

13c12とTeCDFs 315,9419 317,9389

351,900013c12~PeCDFs 853,8970

laC12~HXCDFs 385,8610 387.8580

13c12~HpcDFs

博C12~OCDF

419,3220

453,7831

421.8191

455.780と

塩素置換体 M+ (M+2)+ (M+4)十

分
析
対
象
物
質

TeCBs

PeCBs

HxCBs

289.9224 291,9195

327,8776325,8805

359.8415 361.8385

HpCBs 393.3025 395.7996

内
標
準
物
質

13c12~TeCBS

HC12~PeCBS

13c12~HXCBS

301,9626 303.9597

337,9207 389,9178

871.8817 373.8788

博c12~HpCBs 405,8428 407.8398



2.同定及び定量方法

最終検液を、CC/MSに注入し、SIMクロマトグラムを描かせ以下の条件を確認する。

① 2つ以上のモニターイオンのピーク面積比が標準品ととよぼ同じであり、塩素原子の同位体存在

比から推定されるイオン強度に対して±15。/。 (検出下限の3倍以下の濃度では■25%)であるこ

② 筒定されたダイオキシン類の中の2,3,7,8-位塩素置換異性体又は、DL―PCBsのクロマトグラム

ピークの保持時間が標準品とほぱ同じであり、紺応する内標準物質との相対保持時間も標準品

と一致すること。       .

※ 同位体の存在比及び相対保持時間の確認は、GC/MS自 動同定。定量ツフトにより行い、規定範
・
四の合否判定をしている。

※ 定量は内部標準法により行い、2,3,7,3-位塩素置換異性体以外の異性体は、各塩素化合物ごと

すべての2,3,7,8-位塩素置換異性体の平均を用いて定量した。

抽出液全量中の同定された2,3,7,8-位 塩索置換体又はDL一PCBsの量(Ql)は、それに汁応するク

ジーンアップスパイク内標準物質の添加量を基準にして内標準法によつて求める。測定対象の標準

物質とそれに対応するクリーンアップスパイク内標準物質を表3に示した。

[各異性体の定量]

9】 =鳥 X:X苫筈蓋XttXZ.
ここイこ、

9Ji  抽出液全量中の異性体の量●0
(ng:排ガス、灰、pg:水質、環境大気、作業環境、土壌)

灯   クロマト上の異性体のピーク面積

れが  対応するクリーンアップスパイク内標準物質のピーク面積

9す  対応するクリーンアップスパイク内標準物質の添加量

(ng:排ガス、灰、pg:水質、環境大気、作業乗境、止禁)

′′7て,s 対応するクリエンアップスパイク内標準物質との相対感度

θ   GC一 MS注入量 (μ う

χ  粗抽出旗の定容量 (mD

/  粗抽出液の分取量 (mD

Z   最終検液量 (μ D

[濃度の算出]

〔:ι =(Ci-9t)X鳥

ここに、

α
　
　
σ

　

９

試料中の異性体の濃度

(ng/m3:排ガス、ng/gi灰 、pg/m8:環境大気、作業環境、pg/g:土壌、pg/L:水 質)

抽出液全量中の異性体の量(p♪

(ng:俳ガス、灰、コg:水質、環境大気、作業環境、土壌)

空試験での異性体の量      ‐

(ng:排ガス、灰、pg:水質、環境大気、作業県境、土壊)

試料量
*                     ・

(m3:」トガス、環境大気、作業環境、L:水質、g:灰、底質、土壊)

/すつ

*酸素濃度が必要な場合には実測濃度を酸素濃度に換算したものを濃度とする。



表3標 質及び内

半サンプリングスパイクは、試料媒体により添加しないものがある。

標 準 物 質 クリーンアップ
°
スハ

°
イク内標準物質

TeCDD 1,3,6,8-TeCDD

2,3,7,8-TeCDD

13c:2~1,3,6,8-TeCDD

i3c12~2i3,7,8-TeCDD

PeCDD 1,2,3,7,8-PeCDD 13c12~1,2,3,7,8-PeCDD

HxCDD 1,2,3,4,7,8-HxCDD

l,2,3,6,7,8-HxCDD

l,2,3,7,8,9-HxCDD

13c12~1,2,3,4,7,8-HxCDD

13c龍_1,2,3,6,7,8-HxCDD

13c12~1,2,3,7,8,9-HxCDD

HpCDD 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 13C12~1,2,3,4,6,7,8-HpCDD

∽
∩
∩
０
』

OCDD 1,2,3,4,6,7,8,9-OCDD 13c12~1,2,3,4,6,7,3,9-OCDD

TeCDF 1,3,6,8-TeCDF

l,2,8,9-TeCDF

2,3,7,8-TeCDF

13c12~2,3,7,8-TeCDF

PeCDF 1,2,3,7,8-PeCDF

2,3.4,7,8-PeCDF

13ct2~生
,2,3,7,3-PeCDF

,3c12~2,3,4,718-PeCDF

と,2,3,4,7,8-HxCDF

l,2,3,6,7,8-HxCDF

l,2,3,7,8,9-HxCDF

2,3,4,6,7,8-HxCDF

i3c12~1,2,3,4,7,8-HxCDF

laC12… 1,2,3,6,7,8-ExCDF
HC12~1,2,3,7,8,9-HxCDF

晴C:2~2,3,4,6,7,8-HxCDF

HxCDF

HpCDF 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF

132,3,4,7,S,9-HpCDF

13c12~1,2,3,4,6,7,8-HpCDF

13c陀_五2,3経 ,7,8〕 9-HpCDF

∽に
∩
⑭
儀

1.2.3.4.6`7.8.9-OCDF 13c12~1.2,3.4.6.7.8.9-OCDFOCDF
TeCB 3,3',4,4'一 TeCB(帯77)

3,4,4'】5-TeCB(帯 81)

13c12~3,3】
,4,4'一TeCB(帯77)

BC12~3,4,4'】 5-TeCB(帯 81)

PeCB 3,3',4,4',5-PeCB(軒 1261

2',3,4,4',5-PeCB(帯 123)

2,3',4,4',5-PeCB(#118)

2,3,4,4',5-PeCB(帯 114)

2,3,3',4,4'― PeCB(#105)

13c12~3,3',4,4':5-PeCB(#126)

13c12~2',3,4,4',5-PeCB(赫 128)
13c12_2,3',4,4',5-PeCB(#118)

と3c屹_2,3,4,4',5-PeCB(#114)

13clr2,3,3',4,4'一 PeCB(洋 105)

HxCB 3,3',4,4',5,5'一 HxCB(絆 169)

2,3',4,4',5,5'… HxCB(#167)

2,3,3',4,4'15… HxCB(#156)

2,3,3',4,4',5'一 HxCB l#157)

HC12~3,3',4,4',5;5'一 HxCB(#169)
HCttr2,3',4,4',5,5'一 HxCB(軒 167)
:3Cヮー2,3,3',4,4',5-HxC早 (群156)
い
C12~2,3,3',4,4',5'一 HxCB(#157)

∽
∞
⑭
』

HpCB 2,3,3',4,4',5,5上 HpCB(#189)

2,2',3,4,4】 ,5,5'一HpCB l書180)

2,2',3,3',4,4',5-Hう CB(軒 170)

19C乾 -2,3,3',4,4',5,5'一HpCB(群189)
iaCIら-2,2',3,4,4',5,5'―HpCB(祥 180)
13c12~2,2'】

3,3',4,4',5-HpcB(群 170)

シ)ンシ
fス
ハ
°
イク BC虫

戸1,3,7,8-TeCDD
13c12~1,2,4,7,8-PeCDD

13c12~1,2,3,4,6,8-HxCDD

13cュ
2~1,2,3,4,6,7,9-HpCDD

BCttT2,3',4',5-TeCB(梓 70)

サンフリンク・スノヾイク
* 13c12_1,2,3,4-TeCDD

購入先 :Wdlngton Labor試 o「おs



前処理詳細表及びスパイク類測定結果

クリーンアップスパイク回収事表(評価方法:許容範囲 50～ 120%)

シリンジスパイク董動事表 (評価方法 70%以上)

採取日

Hキキ1名

12月 1日

排ガス

牒体 排出ガス

u畑詈 9,00S'm]

朗油出薄や真督rmn SO

槻抽出液分取量(mウ

丁ё―Hx DXNe 2

Hx-Oo DXNs 2

,aRく 2

最終検液量(mけ

TTHx DXNs 002S

Hk-Oc DXNs 0_025

pcBs 0_026

GO/M鋭入二(μ け

T〔 ]―Hx DXNs 2

H】t-86 DXNs 2

pcBs 2

サンフ町Jレ グス′、・イウ篤力口量 (加0 1,34-TECDD 1

タリ=′
イ′フ秩′Hク添加量(ng〉

Ta― Htt BXNs 6

Hx-6a DXNミ 6【Oo12)

Pcgs 6

シリンメス′ツク添加量(ng)

Te―Hx DXNs 06S

Hx―Oc DXNe 00S

PCBs O OS

結 果 評 価

巴

十

''Ci2~1,9,618-TeCDD 87 O

teCt2-2,3,7.3‐イoCDD 80 O
taC12~1,2お

17,8-PeCDD 91 O

t'012~1,2,3.4,7,8‐HxCDD 72 O

t・

Ctrl,2津 ,0,718い HxCDD 70 O

1.012~112.317,819-HxCDD
,日 O

い
01rT,23,4.81',8-日 pODD 7日 O

1.0.ゞ 12電 4.G■80 0CDD 65 0

1301,_2,7.8‐ TeCDF all O

に
G¢‐112β ,'』―PoCDF 76 O

:301,_2,3,4,718-PeCDF 83 O

い。12~112p,417,8-日 xCDF 72 O

山
01,‐ 112β 10,7.8-HxCDF 69 O

中
01「 1,2β,718.9-HxCDF 91 O

山
Ci,-213沼,9,7.8-HxCDF ,0 O

loCl,-1,213.4,■7,8-HpCDF 83 O

|・

01,‐1,2.3沼 ,718,9-HoCDF 86 O

'CI夕
‐1.213.416.7,8,9-OCDF SS O

魯

'C12~3.1,41.5-TcC日 (林 81〕 85 〇

け
Cl√3,31,1,4'=reCtt l#ク

'〉

82 0

C12~3,3t,4.41隣 P● C日 (■ 126) 83 ①

01ィ〕33.4■ .&」‐HxCB 14189) 77 O

Ct声ど.3.4と イ3‐ PeCB(4123) 83 O

01● 2,3',4,4≒ 3‐PaC8僻 118) 80 O
噸
012‐ 2,■314,4喧 PeC8('105) 84 O

囀
Ct分-2おFi415-PoCB(諄 114) B5 O

山C:22置 ',4,415.5生 HxGB(干 187) 88 O

。
01E… 2測 ,3'.4415-HxCB l‖ 156) 71 O

10CI,-21919',4・
T・ J― HxO日 (41S7) 75 〇

leC(r2渭
,3',414LSIStHPC日 (#モ 89) 83 O

104 O

114 O

111 O

119 OPaC12‐ 2,弘生S‐TecB(470)PCttn

88 0

サンプリングスパイク回収率表(評価方法:許容範囲 70～ 13G9`)





  殿

分 析 結 果 報 告 書

貴ご依頼による分析結果を下記の通りご報告いたします。

有機物低温熱分解装置出ロ ダイオキシン類測定

発行年月日 2022年 1月 14日

興和イ
本社・

TEL:072-236-5300(イ 式)

FAX:072-236-5614
計量誕明事業登録第10043号 (濃度)

件名

試料の種類 り,出ガス

試料採取年月日 2021年 12月 1日

分析結果および分析方法 :男U紙の通り報告いたします。

※ダイオキシン類分析については外注分析致しました。
外注先: JFEテクノヅサーチ株式会社 分析ノジューション本部

〒210-0855 川崎市川崎区南渡田町1番 1号



計 量 証 明 書
No.21DMT00648-001 1/2
発イ予日  2022年 1月 5日

興和 ヒ学産イ 株式会社 御 中 特定計量証明認

特定濃度の

大阪府堺市東区車尾309-2 )  」「
Eテクノリサー

号

日7番 と号
´

号

〒100-0001東 京都

」FEテクノリサーチ
〒210-0855川 崎市

TEL 041(322)6612

計量管理者 星野健⑤
貴ご依頼による計量結果を下記の通り証明いたします。

ただし、本件は持ち込まれた試料について計量証明を行つたものです。 ↑
件名         Dngasエ ナジー株式会社 有機物低温熱分解装置出ロ ダイオキシン類測定

試料採取場所     個体有機物熱磁気分解装置(ZEROSONIC)(滋賀県大津市堂1丁 目1915)

試料の種類      排出ガス

計量を実施した期間  試料搬入 日:2021年 12月 6日       ,分 析終了日: 2021年 12月 27日

試料採取者      貴社                (        ―

分析者       弊社               (      平野 聖吉

計量結果および計量方法

計盈証明の事業の工程の一部を外部の者に行わせた場合にあっては、当該正母の内容、当該工程を実施した事業者の氏名又は名称及び事業所の所在地

計量証明に係らない事項

換算濃度及び毒性当量は計量法107条における計量証明対象外の項目であります

計量の対象 単位

計量の結果

りFガス

ダイオキシン類濃度

実測濃度

換算濃度

毒性当量

ng/m3

ng/mB

ng一TEQ/m3

74

270

2.6

(計量の方法)

・JIS K 0311(2020)り Fガス中のダイオキシン類の測定方法

(備考)

。「ダイオキシン類対策特別措置法施行規則」
(平成 11年 12月 27日 総理府令第67号 。令和2年 3月 30日 環境省令第9号改正)

。高分解能ガスクロマトグラフF質量分析装置による分析法
・ダイオキシン類はテトラからオクタクロロジベンブーp―ジオキシン、テトラからオクタクロロジベンブフラン及びDL― PCBsを表す。
・ifは標準状態(0℃ 、101,32kPa)に おける体積を表す。
・換与や_濃度は駿素12%換算濃度を表す。
・毒性への換算係数はダイオキシン類対策待別措置法施行規則第二条別表第二に掲げる係数を適用したδ
・毒性当量の算出は定量下限未満のものは0(ゼロ)として各異性体の毒性当

=毯
を算出した。

・試料名・採取 日・排ガス量及び酸素濃度値は、ご依頼者からの情報提供による。

⑤ ⑤
(様式 08X18-02)('2110)



:・ :・ :・  :
分析結果 No.210MT00648-001 2/2

日: 2021年 12月 1ロ

[注 1」 換算濃度;ダイオキシン類及びDL―PCBs濃度(ng/m3at OF12%)

Cく21-12)/(21-Os)X Cs          Os-   18,こ %

〔注2]実剤濃度が検出下限未満の場合は
″
N.D.″ と表示した。

実測濃度が定量下限未満で検出下限以上の場合は(〉 付の表示で示す。

E注3]毒性当量(TEQ)は 、定量下限未満のものは0(ゼ ロたして各異性体の毒性当量を算出した。

(ダイオキシン類対策特別措置法施行規則第3条 )

E注41寺性への機算係数は、ダイオキシン類対策特別措置法施行規則別表第3に掲げる値を適用した。

試 料 名 排ガス

試 量 3.0067 101

試料における

定二下限

試料における

検出下限

毒性等

価係数

毒性当量(TEQ)

N.DF0
実測濃度 換算濃度試料の種類:排出ガス

nど/ma nど/m3 TEF nttTEQ/manビ/ma nE/m。

0.860.36 0.008 0002 Xl
2゛ ,7.8-TeCDD 0.10

Xl 0.490,14 0149 01008 0,0021.2,3,7,9-PeCDD

0.003 XO.T 00220.080 0,22 0,0111,2,3,4.7,8-HxCDD

00480010 0.003 XO,11.2.3.617.8-HxCDD 0.12 0.43

0.0200080 0.29 0,010 0,003 XO,11.2.3,7,8,9-HxCDD
XO,01 00120.32 1.2 0.017 0.0051,2,3,4,6,718-HoCDD

0.005 X00009 0.0002310.22 0,77 0.018

り
０
０
０
Ｌ

1,213.4,6,7,8,9-OCDD

0.004 0001 XO,1 0442.3,7.8-TじCDF 1.2 4,4

XO`03 0,0510.48 1.7 0.012 0.0041.2.3.7,8-PaCDF

0.004 XO.3 0.630.59 2.1 0.0142,3.4,7,8-PeCDF

0.010 0003 XO.1 0.110.30 1.11,2,3.4,7お ―HxCDF
00990,99 0.010 0.003 XO,1

T`2.3.6.7お ―HxCDF 0.29

XO.1 0(   0015   ) (   0,055   ) 0.016 0.0051.2.3,7.819-HxCDF

0,004 XO.1 Ot0980.27 0,98 0.0132,314,6,718-HxCDF

0.021 0.006 XO.01 0.0147 0.39 i4
XO.01 0.00140.039 0,14 0.019 00061.2.3“,718,9-HpCDF
XO.0003 0.0000570,052 0,19 0.021 0.006

け
Ｌ
ｎ
Ｏ
Ｌ

1,2.3,4jG,7,819-OCDF

22 0.008 0.002TeCDDs 82

3.4 12 0.008 0,002PeCDDs
20 7.1 0.011 0.003HxCDDs

0017 0.005HpODDs 0.77 2.8

0,77 0,018 0.005OCDD 0.22

095629113 45

め
い
０
０
」

TotaI PCDDs

0.004 0.001TeCDFs 40 140

39 0014 01004PeCDFs 11

0,0042.8 ,0 0013HxCDFs
0021 0,0060.56 2.0HpCDFs

0.19 0021 0,006OCDF 0.052

1.44345754 200

り
Ｌ
ｎ
Ｏ
Ｌ

TotaI PCDF専

2.4G7 240Total(PCDDsIPCDFs)
0,(X17 0.002 XO.0003 0,000603お,4'15=ToCB (帯 31 0,55 2.0

XO.000, 0.00139,6 13 01009 0.003313.,4,4吐 TeCB〈+77)
0,004 XO,1 0.240168 2.4 0.014B,31.4,4・ .5-PeCB(4126)
0,003 XO,03 0,00810.075 0.27 0.0113,3',4,4131Sf― HxCB(‖ 160)

0,2500017Total 4.9

XO.00003 0.00001350.12 0.4S Om4 0.001Zl,9,4■
.・

S―PeC8 (Ⅲ 123)
)(0,00003 0.0000040,77 2,8 0.012 0.0042.31,4〕 ≒S―PeCB (‖ 118)

0.019 0.004 )(0,00003 0,000072238'4.4'―PeCB 撃105) 0.68 2,4

0.44 0.009 O`003 XO.00003 0000013223.4.4′ .5-PeC日 (+114) 0.12

XO.0∞ 030.37 0,018 0.004 000001112β '14.41.5,5≒ HxCB(■ 167) 0.10

XO.0∝ 103 0.00002610.24 0.87 0.011 0.003之,3,9',4,4',5-HxCB(辛 156)

0.002 XO.00003 0.0000117呼157) 0.11 0.39 0,∞ 620,3',4.4',5七 HxCB
0,014 α004 XO,99903 0.00000750.070 0.252.3,9',414',515tHpCB(‖ 189)

8.0 0.00023912.2Tot引 モノオ
25 0.257.1

φ
ｍ
Ｏ
Ｌ
に
コ
０

Total Dと 一PCBs
26

'CBs)
74 270

(′際式 03X08)(2021.03,01)



前処理方法

排出ガス試料分析フローシート

・アセトン

粒子状

クリーンアンプスパイクの添加位
置は、抽出前に吸収液及び固体の
補集部材に分割添加する。

・卜l匠ンにて18時間抽出

定容量 :501nl ネガス状・粒子状の分離分析の場合は個別に定容する。

・基本分取量は2～ 10nlとするじ       
｀

・ 10%硝酸銀 ,輸 酸

・n―帯サンで溶出

活性炭分散ンリカケ・″)′
ギースカ

'A(パ ックフランシユ法)

istF「 溶出後、カラムを反転させ

Wツを通液し、2nd卜を得る。

廃棄

最終濃縮 (検液メスアンプ)

コータリーエバポレータにて組滋縮後、確
紺バイアルに移し、シリンジスパイク2bμl

添加後、室素気流て最終濃縮し、測定検液
とする。

口DXN類
BDL…PCB

・ン,ノン・ス′ヾイタラRカロ

(注)粗抽出液分取以降の操作は、検液の汚業度(性状・着色 等)を適宜判断し、

操作方法を選択する。

自動前処理装置

力‐″溶液 ・卜・ ,トフ・

"ガ
,"ウドイク添加

ろ さ

ガス状

夕

"―

ンアクフ
・か

°
イタ筋烏力田

,DCM X 3回

取

″タコマトタ
で

'ア

2ndFr.トルエンlstFr.ヘキサン

HRCC― HRMS



イ.分析方法
「排ガス中のダイオキシン類の測定方法」
(令和2年3月 日本産業規格)」IS K 03H!2020

の方法に準じて分析を行つた。
1.1分析機器

O MS(質 量分析詢

逓cromasstt Auto spec Ultima

日本電子製 The MStation」MS-800D UltraFOCUS

日本電子製 The Mstation」MS-700

b10C(ガスクロマトグラフ)

Agi19nt Technologiesサ 盤 7890B

HEWLETT PACKARDtt HP… 6890

1,2分析機器条件

イオン化法 EI lonization)

検出方法        ロックマス方式によるSIM法

PCDDs及びPCDFs測 定の設定質量数を表1に、DL―PCBs測定の設定質量数を表2に示した。

測定条件 ① ②

GC 使用カラム
BⅨ―DXN(関東化翔
長さ60m内径0.25mm

RH-12ms(INVENTX社 熟り
長さ60m内径0.25mコ

カラム温度
10℃

→310k3(13.2m伍 hold)

130℃ (lmin hOm)→ (15℃/mm)→210℃

(3℃/min)→ 320℃(8mh hdd)

MS

分解能 10,000以上 10,000以上

イオ羽 ヒ電圧 約  38 eV 約  38 eV
イオンイヒ電流 約 600 μA 約  600 μ A

電子加速電圧 約  8 kV 約  10 kV

注入口温度 約 310℃ 約 320℃

イオン源温度 約 310℃ 約 320℃

定量カラム測定条件区分定量異性体
BPXとDXN)2,317,8-TeCDD

BPX―DXN)112,3,7,8-PeCDD

{ BPX―DXN112,314,7.8-HxCDD

BPX―DXN)イ,219,6,7,8-HxCDD

) BPX―DXN1,2,3,7,8,9-HxCDD

RH… 12ms( )1,2.3,4,0,7,8-HpCDD

RH-12ms〈1,2i缶 416.7,8,9‐OCDD
BPX―DXN1,3,6:B― TeCDF 〈

| BPX―DXN1121718-TeCDF

| BPX―DXN2,3171B■TeCDF
BPX―DXN112,3,7.8-PeCDF

RH…12ms2.34,7.8-PeCDF
BPX―DXN
8PX―DXN1.2,9.0,719-HxCDF

RH-12ms1,2,3.718,0-河 xCDF
BPX―DXN2,3】■6.7,8-HxCDF

RH-12ms(イ,2191416`7,8-HpCDF
RH-12msf.2,3,4,7,3,9-HpCDF ( 〉

便H-12ms1,2.3.4,G,7.8,9-00DF

BPX―DXN( 〉a4,415-TeCB (#81)

D BPX―DXN313.,4おLTeCB(477) 〈

BPX―DXN①3,314,T15-PcCB(#126)

①3,3七 4,415.5生 HxCB(‖ 169) BPX―DXN
RH-12Hxs( )2'i3!4,41.5-PeCB (4123)

) RH-12ils2,31.4!415-PeCB (1118) (

② RH-12ms2!3,314,4'―PeCB (学 105)

RH-12ms②213.4,41,5-PeCB (■ 1¬ 4)

RH-12ms〈2.9'1414',5,5t―HxCB (#167)

) BPX―DXN 、2f313141415-HxCB IⅢ156)

BPX―DXN①2.313′,414',5=― HxCB (#157)

BPX―DXN①89)



表 l PCDDs及び PCDFs測定の五/z(モニターイオ刀

表2 DL…PCBs測定のm/z(モニターイオ功

塩素置換体 M十 (M■ 2)+ lⅣI十④
+

分
析
対
象
物
質

TeCDDs 819.8965

353.8576

321.8936

PeCDDs 355,8546

391,8127

425,7737

HxCDDs 389.8156

HpCDDs 423,7767

OCDD 457,7877 459,7348

TeCDFs 303.9016 305.8987

339.8597PeCDFs 341.8567

Hx① Fs 373,8207 375.3178

HpCDFs 407,7818 409・ 7738

443.7398OCDF 441.7428

内
標
準
物
質

laC12~TeCDDs 331,9368 333.9889

367.894913c12_PeCDDs

13c12_HxCDDs

13c12~HpcDDs

86518978

401.8559 403.8580

435,3169 487.8140

471.775013c12~OCDD 469,7780

13c12とTeCDFs 315,9419 317,9389

351,900013c12~PeCDFs 853,8970

laC12~HXCDFs 385,8610 387.8580

13c12~HpcDFs

博C12~OCDF

419,3220

453,7831

421.8191

455.780と

塩素置換体 M+ (M+2)+ (M+4)十

分
析
対
象
物
質

TeCBs

PeCBs

HxCBs

289.9224 291,9195

327,8776325,8805

359.8415 361.8385

HpCBs 393.3025 395.7996

内
標
準
物
質

13c12~TeCBS

HC12~PeCBS

13c12~HXCBS

301,9626 303.9597

337,9207 389,9178

871.8817 373.8788

博c12~HpCBs 405,8428 407.8398



2.同定及び定量方法

最終検液を、CC/MSに注入し、SIMクロマトグラムを描かせ以下の条件を確認する。

① 2つ以上のモニターイオンのピーク面積比が標準品ととよぼ同じであり、塩素原子の同位体存在

比から推定されるイオン強度に対して±15。/。 (検出下限の3倍以下の濃度では■25%)であるこ

② 筒定されたダイオキシン類の中の2,3,7,8-位塩素置換異性体又は、DL―PCBsのクロマトグラム

ピークの保持時間が標準品とほぱ同じであり、紺応する内標準物質との相対保持時間も標準品

と一致すること。       .

※ 同位体の存在比及び相対保持時間の確認は、GC/MS自 動同定。定量ツフトにより行い、規定範
・
四の合否判定をしている。

※ 定量は内部標準法により行い、2,3,7,3-位塩素置換異性体以外の異性体は、各塩素化合物ごと

すべての2,3,7,8-位塩素置換異性体の平均を用いて定量した。

抽出液全量中の同定された2,3,7,8-位 塩索置換体又はDL一PCBsの量(Ql)は、それに汁応するク

ジーンアップスパイク内標準物質の添加量を基準にして内標準法によつて求める。測定対象の標準

物質とそれに対応するクリーンアップスパイク内標準物質を表3に示した。

[各異性体の定量]

9】 =鳥 X:X苫筈蓋XttXZ.
ここイこ、

9Ji  抽出液全量中の異性体の量●0
(ng:排ガス、灰、pg:水質、環境大気、作業環境、土壌)

灯   クロマト上の異性体のピーク面積

れが  対応するクリーンアップスパイク内標準物質のピーク面積

9す  対応するクリーンアップスパイク内標準物質の添加量

(ng:排ガス、灰、pg:水質、環境大気、作業乗境、止禁)

′′7て,s 対応するクリエンアップスパイク内標準物質との相対感度

θ   GC一 MS注入量 (μ う

χ  粗抽出旗の定容量 (mD

/  粗抽出液の分取量 (mD

Z   最終検液量 (μ D

[濃度の算出]

〔:ι =(Ci-9t)X鳥

ここに、

α
　
　
σ

　

９

試料中の異性体の濃度

(ng/m3:排ガス、ng/gi灰 、pg/m8:環境大気、作業環境、pg/g:土壌、pg/L:水 質)

抽出液全量中の異性体の量(p♪

(ng:俳ガス、灰、コg:水質、環境大気、作業環境、土壌)

空試験での異性体の量      ‐

(ng:排ガス、灰、pg:水質、環境大気、作業県境、土壊)

試料量
*                     ・

(m3:」トガス、環境大気、作業環境、L:水質、g:灰、底質、土壊)

/すつ

*酸素濃度が必要な場合には実測濃度を酸素濃度に換算したものを濃度とする。



表3標 質及び内

半サンプリングスパイクは、試料媒体により添加しないものがある。

標 準 物 質 クリーンアップ
°
スハ

°
イク内標準物質

TeCDD 1,3,6,8-TeCDD

2,3,7,8-TeCDD

13c:2~1,3,6,8-TeCDD

i3c12~2i3,7,8-TeCDD

PeCDD 1,2,3,7,8-PeCDD 13c12~1,2,3,7,8-PeCDD

HxCDD 1,2,3,4,7,8-HxCDD

l,2,3,6,7,8-HxCDD

l,2,3,7,8,9-HxCDD

13c12~1,2,3,4,7,8-HxCDD

13c龍_1,2,3,6,7,8-HxCDD

13c12~1,2,3,7,8,9-HxCDD

HpCDD 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 13C12~1,2,3,4,6,7,8-HpCDD

∽
∩
∩
０
』

OCDD 1,2,3,4,6,7,8,9-OCDD 13c12~1,2,3,4,6,7,3,9-OCDD

TeCDF 1,3,6,8-TeCDF

l,2,8,9-TeCDF

2,3,7,8-TeCDF

13c12~2,3,7,8-TeCDF

PeCDF 1,2,3,7,8-PeCDF

2,3.4,7,8-PeCDF

13ct2~生
,2,3,7,3-PeCDF

,3c12~2,3,4,718-PeCDF

と,2,3,4,7,8-HxCDF

l,2,3,6,7,8-HxCDF

l,2,3,7,8,9-HxCDF

2,3,4,6,7,8-HxCDF

i3c12~1,2,3,4,7,8-HxCDF

laC12… 1,2,3,6,7,8-ExCDF
HC12~1,2,3,7,8,9-HxCDF

晴C:2~2,3,4,6,7,8-HxCDF

HxCDF

HpCDF 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF

132,3,4,7,S,9-HpCDF

13c12~1,2,3,4,6,7,8-HpCDF

13c陀_五2,3経 ,7,8〕 9-HpCDF

∽に
∩
⑭
儀

1.2.3.4.6`7.8.9-OCDF 13c12~1.2,3.4.6.7.8.9-OCDFOCDF
TeCB 3,3',4,4'一 TeCB(帯77)

3,4,4'】5-TeCB(帯 81)

13c12~3,3】
,4,4'一TeCB(帯77)

BC12~3,4,4'】 5-TeCB(帯 81)

PeCB 3,3',4,4',5-PeCB(軒 1261

2',3,4,4',5-PeCB(帯 123)

2,3',4,4',5-PeCB(#118)

2,3,4,4',5-PeCB(帯 114)

2,3,3',4,4'― PeCB(#105)

13c12~3,3',4,4':5-PeCB(#126)

13c12~2',3,4,4',5-PeCB(赫 128)
13c12_2,3',4,4',5-PeCB(#118)

と3c屹_2,3,4,4',5-PeCB(#114)

13clr2,3,3',4,4'一 PeCB(洋 105)

HxCB 3,3',4,4',5,5'一 HxCB(絆 169)

2,3',4,4',5,5'… HxCB(#167)

2,3,3',4,4'15… HxCB(#156)

2,3,3',4,4',5'一 HxCB l#157)

HC12~3,3',4,4',5;5'一 HxCB(#169)
HCttr2,3',4,4',5,5'一 HxCB(軒 167)
:3Cヮー2,3,3',4,4',5-HxC早 (群156)
い
C12~2,3,3',4,4',5'一 HxCB(#157)

∽
∞
⑭
』

HpCB 2,3,3',4,4',5,5上 HpCB(#189)

2,2',3,4,4】 ,5,5'一HpCB l書180)

2,2',3,3',4,4',5-Hう CB(軒 170)

19C乾 -2,3,3',4,4',5,5'一HpCB(群189)
iaCIら-2,2',3,4,4',5,5'―HpCB(祥 180)
13c12~2,2'】

3,3',4,4',5-HpcB(群 170)

シ)ンシ
fス
ハ
°
イク BC虫

戸1,3,7,8-TeCDD
13c12~1,2,4,7,8-PeCDD

13c12~1,2,3,4,6,8-HxCDD

13cュ
2~1,2,3,4,6,7,9-HpCDD

BCttT2,3',4',5-TeCB(梓 70)

サンフリンク・スノヾイク
* 13c12_1,2,3,4-TeCDD

購入先 :Wdlngton Labor試 o「おs



前処理詳細表及びスパイク類測定結果

クリーンアップスパイク回収事表(評価方法:許容範囲 50～ 120%)

シリンジスパイク董動事表 (評価方法 70%以上)

採取日

Hキキ1名

12月 1日

排ガス

牒体 排出ガス

u畑詈 9,00S'm]

朗油出薄や真督rmn SO

槻抽出液分取量(mウ

丁ё―Hx DXNe 2

Hx-Oo DXNs 2

,aRく 2

最終検液量(mけ

TTHx DXNs 002S

Hk-Oc DXNs 0_025

pcBs 0_026

GO/M鋭入二(μ け

T〔 ]―Hx DXNs 2

H】t-86 DXNs 2

pcBs 2

サンフ町Jレ グス′、・イウ篤力口量 (加0 1,34-TECDD 1

タリ=′
イ′フ秩′Hク添加量(ng〉

Ta― Htt BXNs 6

Hx-6a DXNミ 6【Oo12)

Pcgs 6

シリンメス′ツク添加量(ng)

Te―Hx DXNs 06S

Hx―Oc DXNe 00S

PCBs O OS

結 果 評 価

巴

十

''Ci2~1,9,618-TeCDD 87 O

teCt2-2,3,7.3‐イoCDD 80 O
taC12~1,2お

17,8-PeCDD 91 O

t'012~1,2,3.4,7,8‐HxCDD 72 O

t・

Ctrl,2津 ,0,718い HxCDD 70 O

1.012~112.317,819-HxCDD
,日 O

い
01rT,23,4.81',8-日 pODD 7日 O

1.0.ゞ 12電 4.G■80 0CDD 65 0

1301,_2,7.8‐ TeCDF all O

に
G¢‐112β ,'』―PoCDF 76 O

:301,_2,3,4,718-PeCDF 83 O

い。12~112p,417,8-日 xCDF 72 O

山
01,‐ 112β 10,7.8-HxCDF 69 O

中
01「 1,2β,718.9-HxCDF 91 O

山
Ci,-213沼,9,7.8-HxCDF ,0 O

loCl,-1,213.4,■7,8-HpCDF 83 O

|・

01,‐1,2.3沼 ,718,9-HoCDF 86 O

'CI夕
‐1.213.416.7,8,9-OCDF SS O

魯

'C12~3.1,41.5-TcC日 (林 81〕 85 〇

け
Cl√3,31,1,4'=reCtt l#ク

'〉

82 0

C12~3,3t,4.41隣 P● C日 (■ 126) 83 ①

01ィ〕33.4■ .&」‐HxCB 14189) 77 O

Ct声ど.3.4と イ3‐ PeCB(4123) 83 O

01● 2,3',4,4≒ 3‐PaC8僻 118) 80 O
噸
012‐ 2,■314,4喧 PeC8('105) 84 O

囀
Ct分-2おFi415-PoCB(諄 114) B5 O

山C:22置 ',4,415.5生 HxGB(干 187) 88 O

。
01E… 2測 ,3'.4415-HxCB l‖ 156) 71 O

10CI,-21919',4・
T・ J― HxO日 (41S7) 75 〇

leC(r2渭
,3',414LSIStHPC日 (#モ 89) 83 O

104 O

114 O

111 O

119 OPaC12‐ 2,弘生S‐TecB(470)PCttn

88 0

サンプリングスパイク回収率表(評価方法:許容範囲 70～ 13G9`)




